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令和5年12月定例会の会期予定は12月4日（月）から12月22日（金）の日程で調整中です。正式な日程は、議会運営委員会で協議されます。
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No. 175
令和５年9月定例会報告号

令和5年11月11日土 発 行

「埼玉県議会」ホームページはこちら▶

主 な 内 容

題字 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 ３年生 戸邉 日南子 様

◆一般質問
◆意見書・決議
◆県議会広報ラジオ番組・テレビ番組
◆秋のSNSフォローキャンペーンを
　開催中！

2･3 面

◆シェイクアウト埼玉
◆９月定例会の動き
◆議決の概要
◆議員政策研修会を開催
◆親子傍聴室がオープン

1 面

◆委員会リポート
◆決算特別委員会を設置
◆県議会クイズ

4 面

県議会マスコット
「ポッポ」

会派名（略称） 所属議員数
自　民 58 人

民主フォーラム 12 人
公　明 9 人
県　民 7 人
共 産 党 3 人
改　革 1 人
維 　 新 1 人
無 所 属 2 人

計 93 人

会派別所属議員数
令和 5 年 11 月 1 日現在

多くの県民の皆さまに

参加いただきました。

シェイクアウト訓練のあとに、さらにプラスワンの取り組
みとして「避難経路の確認」などに参加いただきました。

シェイクアウト埼玉シェイクアウト埼玉
　関東大震災から100年に当たる本年に実施した今回の訓練には、約60万人の方にご参加
いただきました。また、プラスワンの訓練として多くの方々が防災への取り組みを主体的に
考え実施していただきました。皆さまの防災意識を高めるきっかけとなれば大変うれしく
思います。 引き続き、平常時から災害に対する備えをお願いいたします。

■避難経路の確認 ■避難場所の確認

令和5年9月1日実施

実施
約30万人
50.3％

実施
約11.5万人
19.3％実施

約25.4万人
42.7％

■備蓄品の確認

その他の取り組み（主な内容）
保護者への児童引き渡し訓練、ポータブル発電機の試運転、
AEDの使用方法確認、非常食の試食

シェイクアウト＋１訓練

（複数回答）

●令和5年度埼玉県一般会計補正予算(第2号)
　歳入歳出予算補正額 165億1,057万9千円
　・高齢者・障害者施設等における新型コロナウイルス感染症対策の支援継続に要する経費
　・企業版ふるさと納税を活用したeスポーツの普及・裾野拡大に要する経費
　・公共事業の追加・適正工期の確保に要する経費
●旅館業法施行条例の一部を改正する条例
など１６件を可決、そのほか２件を継続審査、１２件に同意

●建設業における労働環境の整備を求める意見書
●物流の2024年問題への対応を求める意見書
●建設アスベスト被害者の救済を求める意見書
●北朝鮮による弾道ミサイル技術を使用した衛星打ち上げに断固抗議し、制裁措置の厳格な
　履行等を求める決議
など１２件を可決
※埼玉県虐待禁止条例の一部を改正する条例は撤回承認されました。

　９月22日（金）に議員政策研修会を開催し、サイ
エンス作家の竹

た け う ち

内 薫
かおる

氏に「チャットＧＰＴ等の生成
ＡＩとの付き合い方」をテーマに講演していただき
ました。
　生成ＡＩの進化や普及は急速に進展しており、今
後もさらなる社会変革がもたらされることが予想
されます。生成ＡＩの普及で私たちの生活はどう変
わり、どのようなリスクがあるのか。
　チャットＧＰＴなどをはじめとする生成ＡＩの今後の
活用についてお話しいただきました。

議員政策研修会を開催

議決の概要

一般の傍聴席とは別室で 、お子さ
ま（乳幼児および児童に限る）と一
緒でも気兼ねなく傍聴できるように
なります。

親子で本会議を傍聴できる
専用スペースがオープンします。

令和5年12月定例会から

9月定例会の動き

条例などの議案および請願の審査などが行われました。
常任委員会10月6日

　（4 面）

付託案件の審査が行われました。

特別委員会10月11日
　（4 面）

各委員会の委員長報告を受けて討論・採決が行われました。

閉会日10月13日

定例会が9月22日（金）から10月13日（金）までの22
日間にわたり開かれました。

知事提出議案について、知事から提案説明が行われました。
9月22日 開会日

15 人の議員が質疑・質問を行い、大野知事の２期目に向け
た公約などを質したほか、活発な論議がなされました。
4 日には知事追加提出議案について、知事から提案説明が
行われました。

一般質問9月28日・29日・
10月２日～４日

　（2・3 面）

●知事提出議案

●議員提出議案

参加形態 登録人数
学校関係 425,008

地方自治体 
自治体呼びかけの

参加者含む
63,371

企業・団体 49,280
保育園・幼稚園 27,080

個人・家族 1,869
その他 27,868

計 594,476

参加形態別登録人数

（          ）

シェイクアウト埼玉の
登録者数
594,476人

埼玉りそな銀行県庁支店の訓練の様子

プレゼント付き

県議会公式 X
（旧Twitter）

県議会の最新情報を発信します。

ブックシェルフ埼玉
議会だよりを電子書籍で
読めます。議会だよりをスマホで読めます。



就
農
を
希
望
す
る
農
家
子
弟

に
対
し
農
業
大
学
校
で
の
技

術
習
得
を
勧
め
て
い
る
。
ま
た
定

年
後
直
ち
に
就
農
を
希
望
す
る
者

に
栽
培
技
術
資
料
の
提
供
や
経
営

計
画
策
定
支
援
、
補
助
事
業
や
制

度
資
金
の
紹
介
を
実
施
。今
後
、定

年
後
の
農
家
子
弟
の
就
農
に
向
け

た
課
題
を
整
理
、
分
析
し
国
へ
必

要
な
支
援
策
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

農
業
の
担
い
手
不
足
と
高
齢

化
の
問
題
は
、
い
ま
だ
改
善

の
兆
し
が
な
い
。
特
に
農
家
の
多

く
を
占
め
る
小
規
模
農
家
へ
の
対

策
が
重
要
。
小
規
模
農
家
の
子
弟

が
定
年
後
に
就
農
で
き
る
よ
う
後

押
し
す
る
仕
組
み
が
重
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
ま
た
支
援
策
の
拡

充
に
向
け
て
国
へ
の
働
き
か
け
が

必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

各
市
町
村
の
子
育
て
支
援
の

拡
充
を
前
提
と
し
、
乳
幼
児

医
療
費
支
給
事
業
の
対
象
年
齢
引

き
上
げ
と
所
得
制
限
撤
廃
を
実
施

し
た
い
。
通
院
医
療
費
が
10
歳
を

超
え
る
と
少
な
く
な
る
た
め
、
通

院
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
、
入
院

は
全
市
町
村
が
助
成
対
象
と
し
て

い
る
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
す

る
方
向
で
進
め
た
い
。

知
事
２
期
目
の
公
約
や
就
任

記
者
会
見
な
ど
で
、
子
ど
も

へ
の
医
療
費
助
成
の
対
象
を
拡
大

し
て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
た
。
対

象
拡
大
を
求
め
て
き
た
、
こ
れ
ま

で
の
県
議
会
で
の
質
問
を
踏
ま
え
、

改
め
て
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
拡
大
に
つ
い
て
所
見
を
伺

う
。
ま
た
、
対
象
年
齢
を
ど
こ
ま

で
拡
大
す
る
の
か
考
え
を
伺
う
。

保健・医療

産業

セ
ン
タ
ー
で
は
個
人
や
企
業

が
連
携
し
開
発
で
き
る
施
設

を
整
備
。
セ
ミ
ナ
ー
や
研
究
会
な

ど
を
開
催
し
、
対
話
の
機
会
を
創

出
す
る
こ
と
で
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
。
今
後
は
、

県
内
外
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ

し
商
談
会
も
開
催
。
ま
た
、
渋
沢

栄
一
創
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携

を
図
り
強
み
を
生
か
し
て
い
く
。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
の

研
究
開
発
手
法
と
し
て
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
＊
３
）

を
掲
げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
＊
４
）

は
、
会
員
の
交
流
や
渋
沢
栄
一
創

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
＊
５
）
と
の

連
携
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
が
考

え
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

最
善
の
処
遇
改
善
は
国
の
公

定
価
格
の
見
直
し
。
県
は
直

接
支
援
が
届
く
就
職
準
備
金
貸
付

や
奨
学
金
返
済
事
業
な
ど
を
実
施
。

給
与
の
上
乗
せ
は
単
年
度
に
乗
せ

た
も
の
が
確
認
で
き
て
も
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
そ
の
分
押
し
下
げ
る
な

ど
の
確
認
が
で
き
な
い
。
そ
こ
を

ど
う
確
認
で
き
る
か
を
直
接
補
助

の
効
果
と
合
わ
せ
検
証
す
る
。

保
育
士
の
人
材
不
足
が
顕
著

な
市
町
村
は
、
す
で
に
独
自

の
補
助
を
賃
金
に
上
乗
せ
し
て
人

材
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
知
事
の

２
期
目
に
あ
た
り
、
今
一
度
保
育

士
の
人
材
確
保
に
向
け
た
処
遇
改

善
の
た
め
、
県
と
し
て
も
賃
金
を

上
乗
せ
し
市
町
村
の
後
押
し
を
す

る
形
で
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て

知
事
の
所
見
を
伺
う
。

若
者
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
を
促
す

た
め
多
様
な
業
種
と
連
携
し

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
。

さ
ら
に
記
念
日
に
花
を
贈
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
も
実
施
し
花
き
の

消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
博

覧
会
へ
の
出
展
は
、
花
植
木
の
消

費
拡
大
に
つ
な
が
る
た
め
前
向
き

に
検
討
す
る
。
県
民
へ
の
周
知
は

広
報
媒
体
を
フ
ル
活
用
す
る
。

本
県
花
き
産
出
額
は
全
国
６

位
。
「
埼
玉
＝
花
き
産
業
」

を
県
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

若
年
層
か
ら
幅
広
い
世
代
に
認
知

を
広
げ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
２
０
２

７
年
開
催
の
国
際
園
芸
博
覧
会
は

本
県
の
花
き
ア
ピ
ー
ル
の
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
。
こ
れ
を
ど
う
生
か
し
、

県
民
に
ど
う
周
知
す
る
か
。

災害対策

小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
医
療

費
助
成
を
受
け
、
悪
性
新
生

物
を
治
療
中
の
児
童
は
、
令
和
４

年
度
末
時
点
で
１
０
０
７
人
。
病

気
や
障
害
を
抱
え
る
子
ど
も
の
支

援
は
重
要
。
国
の
動
き
も
注
視
し

つ
つ
、
こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
を
含
め

さ
ら
な
る
支
援
を
研
究
し
た
い
。

開
設
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、
部
局
横

断
に
よ
る
支
援
策
を
検
討
す
る
。

県
内
に
生
命
を
脅
か
す
病
気

を
抱
え
る
子
ど
も
は
、
ど
れ

く
ら
い
い
る
の
か
。
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
な
い
埼
玉
を
目
指
す
知
事

の
こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
に
対
す
る
所

見
を
伺
う
。
ま
た
、
こ
ど
も
ホ
ス

ピ
ス
開
設
の
動
き
が
出
て
く
れ
ば
、

部
局
を
ま
た
ぐ
連
携
体
制
に
つ
い

て
も
早
い
段
階
か
ら
準
備
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

起
業
相
談
や
交
流
会
な
ど
の

支
援
に
加
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
設
置
し
女
性
起
業
家
輩

出
の
体
制
を
構
築
。
起
業
家
向
け

低
利
率
の
融
資
で
資
金
調
達
を
支

援
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
推
進
に

つ
い
て
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
専
門
家

派
遣
で
企
業
を
支
援
。
処
遇
改
善

の
た
め
非
正
規
雇
用
の
女
性
の
リ

ス
キ
リ
ン
グ
を
支
援
し
て
い
る
。

女
性
起
業
家
を
生
み
出
す
た

め
ど
の
よ
う
な
支
援
や
連
携

を
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
資
金

調
達
が
必
要
な
女
性
に
ど
の
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
る
か
。
同
一
労

働
同
一
賃
金
制
度
推
進
の
た
め
中

小
企
業
へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
県
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
さ

ら
に
非
正
規
雇
用
の
女
性
に
対
す

る
処
遇
改
善
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
の
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
、
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
活
動
場
所
の

確
保
支
援
、
地
域
内
の
相
互
扶
助

に
つ
な
が
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

立
ち
上
げ
・
強
化
へ
の
助
成
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
な
ど
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

機
能
強
化
も
図
り
な
が
ら
目
標
に

向
け
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

知
事
は
子
ど
も
食
堂
な
ど
子

ど
も
の
居
場
所
を
８
０
０
カ

所
以
上
設
置
す
る
と
し
て
い
る
が
、

達
成
に
は
さ
ら
な
る
工
夫
と
支
援

が
必
要
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
育
成

・
支
援
、
活
動
場
所
の
確
保
、
活

動
費
補
助
に
取
り
組
む
べ
き
。
利

用
者
を
必
要
な
支
援
に
結
び
付
け

る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
の
強
化
な

ど
も
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

福祉

重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と
埼

玉
県
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
協

議
会
を
設
立
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
な
ど
協
力
体
制
を
構
築
。

ま
た
、
事
業
者
を
個
別
訪
問
し
サ

イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
情
報
や
通
信

機
器
の
脆
弱
性
に
関
す
る
情
報
を

提
供
。
さ
ら
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

想
定
し
た
共
同
対
処
訓
練
を
実
施

し
、
被
害
の
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
は
、
社
会
の

重
要
な
基
盤
を
機
能
不
全
に

陥
れ
る
行
為
で
、
県
民
生
活
に
大

き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。

巧
妙
化
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
被

害
は
増
え
続
け
て
お
り
、
イ
ン
フ

ラ
業
界
で
も
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
県
内
の

重
要
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
サ
イ
バ

ー
テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

危機管理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
増
員
に
取
り
組

む
。
市
町
村
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
の
要
否
な
ど
連
絡
票
に
よ
る

情
報
共
有
を
開
始
。
今
後
チ
ャ
ッ

ト
活
用
を
視
野
に
連
携
体
制
を
構

築
す
る
。
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
定

着
に
次
ぐ
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
同
室

避
難
所
開
設
の
働
き
掛
け
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
へ
の
掲
載
を
検
討
す
る
。

災
害
時
動
物
救
護
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
増
員
や
、
動
物
救
護

活
動
を
必
要
と
す
る
市
町
村
と
の

円
滑
な
連
携
体
制
の
構
築
と
い
っ

た
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
か
。
ま

た
市
町
村
に
お
い
て
ペ
ッ
ト
同
室

避
難
所
開
設
に
向
け
て
認
識
を
高

め
る
た
め
、
県
策
定
の
ペ
ッ
ト
同

行
避
難
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
掲
載
、

周
知
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

農業

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
に
つ

い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

花
き
産
業
支
援
の
促
進
に
つ

い
て

こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
（
＊
１
）

に
つ
い
て

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）（
＊

２
）
に
つ
い
て

保
育
士
人
材
確
保
に
向
け
た

処
遇
改
善
に
つ
い
て

多
様
化
す
る
女
性
の
働
き
方

支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
食
堂
の
支
援
に
つ
い
て

県
内
に
あ
る
重
要
イ
ン
フ
ラ

を
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
か
ら
守
る

取
組
に
つ
い
て

動
物
と
共
生
す
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て

一般質問
　９月定例会の一般質問は、９
月28日から行われました。15
人の議員が質疑・質問を行い、
活発な論議が行われました。

9 月 28日（木曜日）

水村篤弘
（民主フォーラム）

浅井　明
（自民）

安藤友貴
（公明）

10月 2日（月曜日）

細川　威
（民主フォーラム）

須賀昭夫
（自民）

渡辺聡一郎
（自民）

9月 29日（金曜日）

井上　航
（県民）

長峰秀和
（自民）

松下昌代
（無所属）
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埼玉県議会のホームページで、質疑質問・答弁の全文や、定例会の概要などをご覧いただけます。各種検索サイトから 埼玉県議会 検索



詳しい放送スケジュールは、随時ホームページでお伝えいたします。▶︎

●特別委員会だより 11月26日（日） 10：00～10：30
●新春インタビュー 令和6年1月1日（月・祝） 10：00～10：30

放送予定日

県議会に関するさまざまな情報を分かりやすく紹介しています。
番組の最後にはプレゼントコーナーもあります。ぜひご覧ください！

県議会広報テレビ番組 テレ玉（地デジ３チャンネル）

「こんにちは県議会です」

フォローキャンペーンを開催中！
11月30日（木）まで

①県議会公式X（旧 Twitter）
　（@saitamakengikai）をフォロー
②フォローキャンペーンのポストを
　リポストしてくださいね！

現在、埼玉県議会公式 X（旧 Twitter）では素敵なプレゼ
ントが当たるフォローキャンペーンを開催中！
ぜひご参加ください。

＊１　こどもホスピス
　小児がんなどの命に関わる病気や、重
い障害のある子どもとその家族が、専門
知識を持った看護師などのサポートを受
けながら過ごすことができる施設。（法令
などに基づく施設の定義はない。）

＊２　SAITAMAロボティクスセンター（仮称）
　農業大学校跡地周辺地域に、ロボット
開発を支援するための実証フィールド
「ロボット開発支援フィールド（仮称）」と
拠点施設「ロボット開発イノベーション
センター（仮称）」を整備予定。この実証
フィールドと拠点施設の総称。

＊３　オープンイノベーション
　新技術・新製品の開発に際して、組織の
枠組みを越え、広く知識・技術の結集を図
ること。

＊４　ロボティクスネットワーク
　SAITAMAロボティクスセンター（仮
称）を拠点にロボット開発に関わる多様
な主体が集まり、協働して社会的課題解
決に資するロボットの開発および社会実
装を促進し、県内産業の振興と経済的発
展を図ることを目的とした組織。

＊５　渋沢栄一創業プロジェクト
　新産業の創出や地域経済の活性化を

促進するため「渋沢栄一創業プロジェク
ト」と題し、日本経済の発展に大きく貢献
した渋沢翁の理念を受け継ぎ、起業家や
起業希望者、ベンチャー企業を支援する
プロジェクト。

＊６　埼玉版スーパー・シティプロジェクト
　埼玉版スーパー・シティプロジェクトは、
超少子高齢社会を見据え、市町村の「コン
パクト」「スマート」「レジリエント」の3
つの要素を兼ね備えた持続可能なまちづ
くりを県が支援するプロジェクト。

＊７　埼玉郷土芸能サポーター制度
　埼玉県の郷土芸能を企業等と行政が一
体となって未来へ受け継ごうという社会
的気運を醸成することを目的として、郷
土芸能の保存・継承に協力していただけ
る県内の企業や団体を「埼玉郷土芸能サ
ポーター」として登録し、官民共同で郷土
芸能を守っていく取り組み。

＊８　ｅスポーツ
　「エレクトロニック・スポーツ」の略で、
広義には、電子機器を用いて行う娯楽、競
技、スポーツ全般を指す言葉であり、コン
ピューターゲーム、ビデオゲームを使っ
た対戦をスポーツ競技として捉える際の
名称。

語 説用 解

から

午前

10時

11月27日（月）～ 11月30日（木）　4日間
各日　14：06～14：21　15分間
FM NACK5「GOGOMONZ」内で放送！

放送予定日

県議会広報ラジオ番組 FM NACK5

GOGOMONZ（ゴゴモンズ）
埼玉県議会におじゃましまーす! スペシャル

詳しくは
こちら▶︎

パーソナリティ
三遊亭鬼丸さん

パーソナリティ
横田かおりさん

●北朝鮮による弾道ミサイル技術を使用した衛星打ち上げに断固抗議し、制裁措置の厳格な
　履行等を求める決議

●建設業における労働環境の整備を求める意見書
●物流の 2024年問題への対応を求める意見書
●建設アスベスト被害者の救済を求める意見書
●公立教員の処遇改善等を求める意見書
●信号灯器のＬＥＤ化の早期実現を求める意見書
●高病原性鳥インフルエンザ対策を求める意見書
●ブラッドパッチ療法に対する適正な診療上の評価等を求める意見書
●認知症の新薬が必要な人に届く体制の整備を求める意見書
○オンライン本会議の本格実現を求める意見書

意見書・決議 意見書９件を可決し、国に提出しました。また、決議を１件可決しました。
（●は全会一致での可決、〇は賛成多数による可決）

秋のSNS

応募方法
県議会公式

X（旧 Twitter）は
こちらから▼

議長や主要会派議員が、
落語家の三遊亭鬼丸さん・タレントの横田かおりさんと
県議会や議員の仕事についてトークを展開！
プレゼントが当たる企画もあります！

◀︎詳しくは
　こちら

地
元
自
治
体
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
、
そ
の
ご
意
見
も
丁

寧
に
伺
い
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
県

立
高
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

普
通
科
改
革
は
高
校
進
学
希
望
者

の
選
択
肢
が
広
が
る
効
果
が
期
待

で
き
る
。
工
業
高
校
で
は
、
生
徒

が
企
業
等
で
先
端
機
器
を
活
用
し

た
実
習
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

熊
本
県
で
は
、
自
治
体
と
県
、

民
間
企
業
が
連
携
し
魅
力
あ

る
学
科
を
新
設
し
た
が
、
本
県
で

も
同
様
な
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

魅
力
や
特
色
の
あ
る
高
校
を
増
や

す
た
め
普
通
科
改
革
を
ど
う
考
え

る
か
。
ま
た
、
工
業
高
校
が
魅
力

あ
る
高
校
と
な
る
た
め
、
生
徒
が

最
新
技
術
に
触
れ
る
工
夫
は
で
き

な
い
か
。

市
町
村
の
地
域
公
共
交
通
会

議
の
ほ
か
、
県
主
催
の
研
修

会
な
ど
を
通
じ
問
題
意
識
の
共
有

を
図
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
市
町
村
と

意
識
共
有
を
図
り
、
埼
玉
版
ス
ー

パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
＊
６
）
の
補
助
制
度
と
の
連
携

を
一
層
強
化
し
つ
つ
、
市
町
村
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
本
県

は
、
免
許
返
納
後
の
交
通
弱

者
へ
の
対
応
が
課
題
。
高
齢
者
の

使
い
や
す
さ
を
考
え
た
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
充
実
に
向
け
、
問
題

意
識
を
市
町
村
と
共
有
す
る
こ
と

や
、
補
助
制
度
の
使
い
勝
手
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
が
、
県
と

し
て
市
町
村
と
と
も
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

伊
奈
学
園
中
学
の
生
徒
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
他
県

の
中
高
一
貫
校
の
視
察
な
ど
を
行

い
、
新
た
な
中
高
一
貫
校
の
設
置

検
討
を
進
め
て
い
る
。
進
学
を
考

え
る
児
童
や
保
護
者
の
中
高
一
貫

教
育
へ
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
う
と

と
も
に
、
特
色
あ
る
教
育
課
程
や

通
学
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
配
置

の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

県
立
中
高
一
貫
校
の
伊
奈
学

園
の
人
気
は
高
い
が
、
遠
い

の
で
通
え
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

身
近
な
地
域
で
希
望
に
合
っ
た
公

教
育
を
受
け
る
こ
と
は
子
ど
も
た

ち
の
郷
土
愛
を
育
み
、
本
県
の
将

来
の
大
き
な
財
産
に
な
る
。
子
ど

も
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

県
立
中
高
一
貫
校
設
置
拡
大
の
検

討
を
速
や
か
に
進
め
る
べ
き
。

交通

伝
統
芸
能
は
優
雅
さ
、
力
強

さ
な
ど
が
魅
力
。
魅
力
発
揮

の
た
め
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術

劇
場
を
活
用
し
た
事
業
な
ど
を
実

施
。
ま
た
埼
玉
県
和
文
化
フ
ェ
ス

タ
な
ど
県
民
が
伝
統
芸
能
に
触
れ

る
取
り
組
み
や
埼
玉
郷
土
芸
能
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
（
＊
７
）
に
よ
り

伝
統
芸
能
活
動
に
参
加
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

県
の
魅
力
を
高
め
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
伝
統
芸
能
の

魅
力
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、

伝
統
芸
能
の
魅
力
の
発
揮
に
ど
う

取
り
組
む
か
。
さ
ら
に
今
後
、
担

い
手
確
保
の
た
め
伝
統
芸
能
活
動

に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

必
要
だ
が
、
そ
う
し
た
環
境
の
実

現
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

文化

スポーツ

教育

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
行
政
が
活
用

で
き
る
多
様
な
可
能
性
が
あ

り
、
県
は
可
能
性
を
実
証
し
、
旗

振
り
役
と
な
っ
て
普
及
・
裾
野
拡

大
を
図
っ
て
い
く
。
将
来
、
県
内

で
国
際
大
会
が
開
か
れ
る
よ
う
、

県
民
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
理

解
や
気
運
の
高
ま
り
、
関
係
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
大

会
開
催
の
素
地
を
作
っ
て
い
く
。

民
間
企
業
に
よ
る
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
振
興
が
進
ん
で
い
る
が
、

県
に
よ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
意

義
を
ど
う
捉
え
推
進
す
る
か
。
ま

た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
毎
年
国
際
大

会
が
開
催
さ
れ
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

県
の
魅
力
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
効
果
も
期
待
で
き
る
国
際
大
会

の
誘
致
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

魅
力
あ
る
県
立
高
等
学
校
に

向
け
て

県
立
中
高
一
貫
校
設
置
拡
大

に
つ
い
て

免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
に

象
徴
さ
れ
る
交
通
弱
者
へ
の

対
応
を
ど
う
す
る
か

伝
統
芸
能
の
魅
力
・
継
承

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
（
＊
８
）
の
推

進
に
よ
る
県
の
魅
力
向
上
を

一般質問の質疑質
問・答弁の全文は
こちらからご覧に
なれます。

ホームページで
ご覧になれます

10 月 4 日（水曜日）

阿左美健司
（自民）

逢澤圭一郎
（自民）

小川真一郎
（自民）

10 月 3 日（火曜日）

戸野部直乃
（公明）

金子裕太
（自民）

高橋稔裕
（自民）本会議の様子

議長
立石泰広

副議長
岡田静佳
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県議会マスコット「ポッポ」

ぜひ、ご覧ください! !
本会議の模様はインターネット中継でご覧になれます。左の二次元コードからアクセスできます。



特別委員会 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会議 会 運 営 委 員 会

企
画
財
政
委
員
会

産
業
労
働
企
業
委
員
会

総
務
県
民
生
活
委
員
会

県
土
都
市
整
備
委
員
会

環
境
農
林
委
員
会

文
教
委
員
会

福
祉
保
健
医
療
委
員
会

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
会

この広報紙は、点字版とデイジー版（音声のみ）も発行しています。
ご希望の方は県議会事務局政策調査課広報担当（TEL.048-830-6257）にご連絡ください。 4
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埼玉県議会だよりNo. 175令和 5 年（2023 年）11月11日（土）

　９月 15日と定例会中の４日間、会議を開き、本会議を円滑かつ効率
的に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方法や順序な
どについて会派間の協議を行いました。 千葉達也

副委員長
細田善則

委員長
萩原一寿
副委員長

令
和
５
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

財
源
の
残
高
に
つ
い
て

同
基
金
残
高
は
、
令
和
５
年

度
末
見
込
み
で
約
53
億
円
。

こ
れ
以
外
に
、
今
後
活
用
で
き
る
財

源
は
、
財
源
調
整
の
た
め
の
基
金
が

約
２
１
９
億
円
、
令
和
４
年
度
決
算

剰
余
金
が
約
２
７
０
億
円
な
ど
、
合

計
で
約
５
０
０
億
円
程
度
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
推
進
基
金
や
、原
油・

物
価
高
騰
対
策
に
活
用
で
き
る
財
源

は
ど
の
程
度
残
っ
て
い
る
か
。

商
工
会
・
商
工
会
議
所
へ
の
支

援
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

浄
化
槽
の
法
定
検
査
受
検
率
に

つ
い
て

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
苦
情
処

理
委
員
に
よ
る
勧
告
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

高
齢
者
施
設
等
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

高
齢
者
講
習
施
設
庁
舎
建
設
工
事
に
お
け
る
ヒ
素
検
出
に
つ
い
て

と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン

な
ど
民
間
事
業
者
の
取
り
組

み
を
県
が
後
押
し
し
、
機
運
の
醸
成

を
図
る
。
現
在
整
備
を
進
め
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
科
学
拠
点
施
設
に
つ
い
て

も
、
民
間
事
業
者
が
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で

活
用
す
る
こ
と
に
関
心
を
示
し
て
い

る
。

県
は
、
今
後
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
法
定
協
議
会
で
浄
化

槽
に
よ
る
汚
水
の
適
正
処
理

の
促
進
に
向
け
協
議
し
て
い
る
。
今

後
、
項
目
立
て
を
し
て
検
討
す
る
。

一
括
契
約
制
度
や
公
共
浄
化

槽
の
導
入
は
、
業
界
や
市
町

村
の
事
務
負
担
が
増
大
す
る
。
市
町

村
な
ど
へ
の
事
務
支
援
や
補
助
事
業

に
お
け
る
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
、

法
定
協
議
会
で
項
目
立
て
を
し
て
協

議
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

関
係
す
る
方
々
の
ご
意
見
を

丁
寧
に
伺
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
対
象
や
意
見
聴
取
の

方
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
立
高
校
の
共
学
化
を
検
討

す
る
に
当
た
り
、
別
学
高
校

の
在
校
生
、保
護
者
、職
員
、Ｏ
Ｂ
、受

験
生
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

県
民
の
声
を
広
く
聞
く
べ
き
と
思
う
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
検
討
す
る
か
。

プ
ル
型
の
支
援
で
あ
る
。
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
さ
い
た

ま
介
護
ね
っ
と
』
で
、
申
請
方
法
な

ど
を
掲
載
し
申
請
し
や
す
く
な
る
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
。

感
染
症
対
策
を
行
う
高
齢
者

施
設
な
ど
へ
の
補
助
金
は
、

施
設
か
ら
の
申
請
を
受
け
て
交
付
す

る
プ
ル
型
の
支
援
か
、
そ
れ
と
も
プ

ッ
シ
ュ
型
の
支
援
か
。
ま
た
周
知
を

し
っ
か
り
と
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

金
融
機
関
の
伴
走
支
援
に
よ

り
経
営
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

借
り
換
え
な
ど
に
利
用
で
き
る
伴
走

支
援
型
経
営
改
善
資
金
を
創
設
し
た
。

ま
た
、
相
談
体
制
の
確
保
の
た
め
中

小
企
業
診
断
士
の
資
格
取
得
促
進
や
、

職
員
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

今
後
、
収
益
力
の
弱
い
企
業

が
倒
産
す
る
こ
と
で
地
域
経

済
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

適
正
な
工
期
の
確
保
の
た
め
、

年
度
内
完
了
が
困
難
な
事
業

に
つ
い
て
、
早
期
の
繰
越
明
許
を
設

定
。
現
時
点
で
、
12
月
以
降
の
予
定

は
不
明
だ
が
、
必
要
と
な
れ
ば
繰
越

明
許
費
の
設
定
を
お
願
い
し
た
い
。

約
92
億
７
８
０
０
万
円
の
繰

越
明
許
費
を
９
月
に
設
定
す

る
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
12
月
以
降

に
繰
越
明
許
費
を
設
定
す
る
予
定
は

あ
る
か
。

人
体
へ
の
危
険
性
は
な
い
。

近
隣
世
帯
に
説
明
し
、
県
警

察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
を
公

表
し
た
。
今
後
、
最
終
調
査
結
果
も

説
明
、
公
表
予
定
。
地
域
住
民
か
ら

理
解
を
得
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

高
齢
者
講
習
施
設
庁
舎
建
設

工
事
で
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
た

が
、地
域
住
民
へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

ま
た
、
住
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
、
そ
の
反
応
は
ど
う
か
。

　農林業・農山村の循環型社
会への貢献について審査

自然再生・循環社会対策
特別委員会

　地方財源の確保対策、地方
創生・SDGs の推進について
審査

地方創生・行財政改革
特別委員会

　地域医療および新型コロナ
ウイルス感染症への対応状況
について審査

少子・高齢福祉社会対策
特別委員会

　災害に強い県土づくりにつ
いて審査

危機管理・大規模災害対策
特別委員会

　文化の振興について審査

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会

　（株）さいたまアリーナ、（公
財）埼玉県公園緑地協会、埼
玉県住宅供給公社における改
革の取り組みについて審査

公社事業対策特別委員会

　先端産業の推進と企業誘致
について審査

経済・雇用対策特別委員会

委 員 会
リ ポ ー ト

report

令和４年度一般会計および特別会計決算、公営企業会計
決算を審査します。委員は次の通りです。
定数 18 人（◎は委員長、○は副委員長）

決算特別
委員会を設置

県議会クイズ県議会クイズ
Q ○○○に当てはまる

言葉は何でしょう。
11 月 27 日（月）～ 11 月 30 日（木）に
FM NACK ５で県議会広報○○○番組

「GOGOMONZ 埼玉県議会におじゃま
しまーす ! スペシャル」が放送されます。

【個人情報の取り扱い】応募はがきは、抽選とプレゼントの発送以外の目的には使用いたしません。

県議会ホーム
ページからも
ご応募いただ
けます。▶

図書カード（1,000円分）
… 20名様

プレゼント

◎藤 井 健 志（自民）
○小 川 直 志（自民）
　鈴木まさひろ（自民）
　渋谷真実子（自民）
　金 子 裕 太（自民）
　林　　　　薫（自民）

柿 沼 貴 志（自民）
戸野部直乃（公明）
伊藤はつみ（共産党）
八 子 朋 弘（県民）
松 坂 喜 浩（県民）
白 根 大 輔（民主フォーラム）

美 田 宗 亮（自民）
辻 　 浩 司（民主フォーラム）
小久保憲一（自民）
権 守 幸 男（公明）
新 井 一 徳（自民）
梅 澤 佳 一（自民）

　はがきに下記のようにご記入の上、１２月１日（金）（当
日消印有効）までにお送りください。正解者の中から抽
選でプレゼントを差し上げます。当選者の発表は、プレ
ゼントの発送をもって代えさせていただきます。対象は、
埼玉県内に在住・在勤・在学している方のみとなります。

63円
〒330-9301

埼
玉
県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
課

「
県
議
会
ク
イ
ズ
」係

１. クイズの答え
２. 郵便番号
３. 住所
４. 通勤通学先の市町村
　 名（県外にお住まい
　  の方のみ）
５. 氏名・年齢
６. 埼玉県議会だよりに
　  関するご意見

県議会
マスコット
「ポッポ」

ヒント
3面をよ〜く
読んでね！

　10月 6日に常任委員会を開き、条例などの議案の審査などを行いました。審査の結果、議案17件（知事提出議案16件、議員提出
議案1件）を原案の通り可決すべきものと決定しました。また、請願２件を不採択とすべきものと決定しました。
　10月 11日に特別委員会を開き、付託案件の審査を行いました。
　なお、議員提案の議案１件「埼玉県虐待禁止条例の一部を改正する条例」については、撤回請求が提出され本会議で承認されました。


